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春ももう間近ですね。あと少しの寒い季節を、アツアツの肉まんで乗り切りましょう！
米粉を使うことで、歯ごたえもっちり、肉厚の皮になります。まずは一度かぶりついて
みて、そのボリュームを確かめてみて下さい

豚ひき肉
長ネギ 本
水煮たけのこ
干ししいたけ 小 枚
しょうが 位
醤油
ごま油
トリガラスープのもと

小さじ
オイスターソース
酒
砂糖 小さじ半分
塩・コショウ 少々

米粉ミックス
米粉
ベーキングパウダー
砂糖
食塩 ひとつまみ
ぬるま湯（ くらい）

イースト菌
油

干ししいたけを水でもどしておく。長ネギ、水煮たけのこ、しょう
がはみじん切りにする。
ボウルに豚ひき肉を入れて を加え、よく練り混ぜる。
に を加えてよく混ぜ、 ずつ分けて丸めておく。

ぬるま湯にイースト菌を振り入れ、全体に均等に溶けるようにする。
の材料を袋に入れ、よく振って混ぜ合わせる。
をボウルに移し、中央に大きめのくぼみを作る。そこに を注ぎ
込んで、ボウルのふちの方からグルッとかき混ぜていく。
粉がまとまってきたらボウルから取り出す。体重をかけて練り、台
に叩きつけるようにしてさらに練る。表面がなめらかになるまでそ
れをくりかえす。
を 等分して丸め、必ず 分ほどねかせる（ボウルや濡れぶきん

をかぶせて水分が逃げないようにする）。
生地を円形にのばす（真ん中を少し盛り上げる）。具をのせて四方
から包み込むようにして丸める。
適当なサイズに切ったクッキングシートにのせ、その上から、水分
がにげないように清潔なタオルや乾いたふきんをかぶせて、温かい
部屋に 分ほど置いておく。
蒸し器を準備し、蒸気が上がった状態にしておく。
火を止めて蒸し器の中に を並べ、強火で 分ほど蒸す。



土 が 好 き

尾花沢市荻袋

榎本 忠悦さん（ 歳）
えのもと ちゅうえつ

土 が 好 き

尾花沢市荻袋

榎本 忠悦さん（ 歳）
えのもと ちゅうえつ

今
月
の
表
紙

しゃきしゃきとした食感が特徴です

ベターホームのお料理教室

折 原 雄 翼 さ ん（ 歳）

絵 美 さ ん（ 歳）

尾花沢市鶴巻田
お り は ら ゆ う す け

え み

け ん し

こ こ ね

こ は る

謙 心 く ん（ 歳）

心 寧 ちゃん（ 歳）

心 喜 ちゃん（ ヵ月）

今
月
の
表
紙

折 原 雄 翼 さ ん（ 歳）

絵 美 さ ん（ 歳）

尾花沢市鶴巻田
お り は ら ゆ う す け

え み

け ん し

こ こ ね

こ は る

謙 心 く ん（ 歳）

心 寧 ちゃん（ 歳）

心 喜 ちゃん（ ヵ月）

今
月
の
表
紙

ウドは、古くから山菜の一つとして親しまれてきまし
た。ほのかな甘味と苦味、しゃきしゃきとした食感が魅
力です。
光を当てずに白く育てる 軟化ウド と、日光に当て

て緑色に育てる露地物の 山ウド（緑化ウド） があり
ます。主に出回っているのは、 軟化ウド です。ウド
の成分は ％が水分ですが、血圧を正常に保つ働きのあ
るカリウムが含まれています。
皮には産毛があり、繊維が堅くあくが強いので、料理

するときは皮を厚くむくのがポイント。空気に触れると
茶色くなるので水にさらします。含め煮やあえ物など、
白く仕上げる料理の場合は皮をむいてから切り、すぐ酢
水に 分漬けましょう。あえ物や酢の物、サラダに
すると香りと歯触りが楽しめます。天ぷら、煮物、炒め
物、汁物の実にも使えます。
ウドはほとんど捨てる部分がなく、堅い茎やむいた皮

は、細く切ってあく抜きをし、きんぴらにするとおいし
く食べられます。
選ぶときは太くて締まっているもの、先までピンとし

ていて産毛がしっかりしているものを。光に当てると硬
くなるので、保存するときは新聞紙に包んで涼しい所に
置きましょう。切ったものは切り口をラップで包み、ポ
リ袋に入れて野菜室へ。

食のはなし 今月の表紙

土が好き

みちのく《 ズーム》
ここがおすすめ！ 日本農業新聞

みちのく
地域の話題

みんなのふれあい広場

みちのくぼいす
クロスワードパズルほか

ふれあい

こめっこレストラン

農
家
の
長
男
な
の
で
、
村
山
農

業
高
校
を
卒
業
し
て
す
ぐ
農
業
に

携
わ
り
ま
し
た
。
最
初
は
与
え
ら

れ
た
仕
事
だ
け
を
や
っ
て
い
ま
し

た
が
、
だ
ん
だ
ん
自
分
か
ら
も
や

る
よ
う
に
な
っ
て
。
今
は
妻
と

人
で
や
っ
て
い
ま
す
が
、
子
供
が

保
育
園
に
行
く
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
は
も
う
ず
っ
と
仕
事
に
追
わ
れ

て
い
る
気
が
し
ま
す
ね（
笑
）冬
に

出
稼
ぎ
に
行
か
な
く
て
も
済
む
よ

う
に
と
、
ス
イ
カ
の
作
り
方
を
工

夫
し
て
周
年
農
業
を
す
る
よ
う
に

な
っ
た
の
が

年
前
の
こ
と
で
す
。

最
初
は

反
歩
く
ら
い
だ
っ

た
ス
イ
カ
も
、
少
し
ず
つ
規
模
を

増
や
し
て
い
っ
て
、
今
の
面
積
に

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
タ
ラ
ノ

メ
も
栽
培
を
始
め
て

年
目
に
な

り
ま
す
。
前
は
ウ
ル
イ
を
作
っ
て

い
ま
し
た
が
、
夏
は
ス
イ
カ
が
忙

し
く
て
ほ
っ
た
ら
か
し
だ
っ
た
り
、

草
む
し
り
が
大
変
な
の
も
あ
っ
て
、

管
理
し
や
す
い
タ
ラ
ノ
メ
栽
培
に

切
り
替
え
ま
し
た
。

農
作
業
と
い
う
の
は

年
に

回
で
す
。
で
す
か
ら
、
種
を
ま
い

て
実
が
な
る
ま
で
の
流
れ
を
理
解

し
て
、
そ
れ
を
応
用
で
き
る
よ
う

に
な
る
ま
で
が
苦
労
し
ま
し
た
。

特
に
、
ス
イ
カ
は
交
配
の
時
期
が

大
変
で
す
。
自
分
の
狙
っ
た
と
こ

ろ
に
ス
イ
カ
を
な
ら
せ
た
い
で
す

し
、
実
が
な
っ
た
ら
な
っ
た
で
、

天
候
の
具
合
に
合
わ
せ
て
防
除
の

タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
計
ら
わ
な
い
と

い
け
ま
せ
ん
。
雨
と
気
温
の
見
極

め
は
一
番
難
し
い
で
す
ね
。
た
だ
、

使
用
す
る
肥
料
農
薬
の
種
類
や
量

に
つ
い
て
は
、
妻
が

年
間
こ
ま

め
に
記
録
し
て
く
れ
た
の
が
役
立

っ
て
い
ま
す
。

考
え
て
み
る
と
、
ス
イ
カ
の
一

生
と
い
う
の
は
、
苗
か
ら
育
て
て

収
穫
す
る
ま
で
の

ヵ
月
ほ
ど
で

す
。
そ
の
一
生
を
、
人
間
の
子
育

て
と
同
じ
よ
う
に
面
倒
を
み
て
い

く
の
が
農
業
で
す
。
も
ち
ろ
ん
忙

し
い
で
す
が
、
き
ち
ん
と
や
れ
ば

作
物
か
ら
い
い
形
で
自
分
に
返
っ

て
き
ま
す
し
、
結
果
と
し
て
収
入

も
上
が
る
で
し
ょ
う
。
で
す
か
ら
、

農
業
を
し
た
い
若
い
人
が
い
た
ら
、

ま
ず
は
自
分
が

何
を
や
り
た
い

か

を
考
え
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

農
業
は
、
畑
に
行
き
さ
え
す
れ
ば

簡
単
に
で
き
る
と
い
う
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
私
も
、
自
分
の
経

験
だ
け
な
ら
教
え
る
こ
と
も
で
き

ま
す
が
、
肝
心
な
の
は

自
分
が

や
り
た
い
こ
と

を
大
事
に
し
な

が
ら
、
ナ
マ
の
作
物
に
触
れ
て
、

自
分
の
子
供
と
同
じ
よ
う
に
手
間

を
か
け
て
育
て
る
こ
と
で
す
。

タ
ラ
ノ
メ
や
ス
イ
カ
は
価
格
が

比
較
的
安
定
し
て
い
る
の
で
、
こ

の
状
態
を
保
っ
て
い
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
年
を
取
れ
ば
規
模
は
縮

小
す
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
し
、
体

力
に
合
わ
せ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
安
定
し
て
い
る
と
言

っ
て
も
天
候
が
変
化
す
れ
ば
価
格

に
直
接
響
い
て
く
る
し
、
経
費
も

あ
ま
り
増
や
さ
な
い
よ
う
に
気
を

つ
け
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
け
ど
ね
。

私
、
鮎
釣
り
が
趣
味
な
ん
で
す
が
、

月
の
い
ち
ば
ん
余
裕
の
あ
る
時

期
は
そ
れ
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
現
状
維

持
、
こ
れ
が
今
の
目
標
で
す
。

山菜部会長も務める榎本さん。工夫を重
ねて周年農業のスタイルを確立した、そこ
までの道のりと心意気について聞いてみた。

謙心くんは保育園から帰るとすぐ牛舎へ行き、牛にエサをあげて
います。将来はパパの仕事を継いでくれるかな？でも最近は仮面ラ
イダーにも憧れていて、なりたいものがいっぱいです。心寧ちゃん
は牛はちょっと苦手。歌と踊りが大好きで、人見知りしない明るい
女の子ですが、 牛見知り はするみたいです。心喜ちゃんは生まれ
た時に体が弱く、家族は少し心配でしたが今はこんなに元気。つか
まり立ちもできるようになり、早く上の 人と一緒に遊びたくてウ
ズウズしています。お気に入りはおじいちゃんの膝の上だそうです！

きょうだいでケンカもするけど、健康なのが一番です。みんな、生
まれてきてくれてありがとう。元気に育ってくれてありがとう！こ
れからも 人で仲良くしてね
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■購読のお申し込み・お問い合わ

せにつきましては、各経済事業

所で受け付けいたします。

村山経済事業所

(0237-52-4160)

尾花沢経済事業所

(0237-22-1310)

大石田経済事業所

(0237-35-3133)

※金額は平成26年4月からのものです。

購読料／月 支払い方法

2,623円 ＪＡ貯金口座振替
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▼

鶴田裕氏による講演の様子

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 冬の味覚 鍋まつり

んこ鍋」、そして冬

の具材たっぷりの豚

汁。どちらも１杯

100円で販売され、

用意された300食は

午前中で空っぽにな

りました。

２月15日、大石田町の産業振興課商工観光グ

ループによる「大石田町雪灯ろう街道」が開催。

桂桜公園の野外ステージでは大石田地区女性部と

青年部が合同で餅つきと納豆餅のふるまいを行い

ました。雪を利用し

たイベントや競技大

会の後は、町内に作

られた雪像に明かり

が灯され、夜の大石

田町を彩りました。

｢大石田町雪灯ろう街道」開催

米粉ケーキをプレゼ

ントしました。大石

田支店でも豚汁とお

茶が振る舞われ、訪

れた人は楽しそうに

談笑していました。

２月14日に各支店で行われた、今年度最後の年

金感謝デー。村山の２支店ではバレンタインデー

にちなんで来店者にチョコレートを、尾花沢では

小松菜とチョコレートを使った、２種類の手作り

今年度最後の年金感謝デー第39回尾花沢雪まつり

道の駅尾花沢「ねまる」で２月９日、「冬の味覚

鍋まつり」が行われました。しょうが入りの肉団

子やネギ、ニンジンが使われた栄養満点の「塩ちゃ

ロリン」の雪像を作り、

また会場では牛肉も販

売しました。豊年祈願

の雪中田植え、餅つき

大会などイベントも盛

りだくさん。多くの人

が楽しんでいました。

２月８日と９日の２日間、尾花沢雪まつりがサ

ルナートで開催。会場には雪で作ったかまくらや

灯ろうなどが並び、当ＪＡでも尾花沢支店前で「ペ

「山形の米日本一推進運動村山地域本部」は２月４

日、天童市の舞鶴荘で「むらやま米フォーラム2014」

を開催しました。村山地域の米産地としての評価の向

上を目的として、稲作農家を対象に普及啓発をはかる

もので、稲作農家やＪＡ職員など約180人が出席。月

刊『食糧ジャーナル』編集部長鶴田裕氏による講演が

行われ、つや姫の次年度の安定生産に向けた技術研修

や競合ブランド米「ゆめぴりか」「さがびより」との食

べ比べも行われました。

村山地域の産米のブランド化を推進

▼

「一人ひとりが気をつけて防疫対策を」と話す、
山形県中央家畜保健衛生所・種市淳所長

２月27日、「ＪＡみちのく村山肉用牛部会研修会」

が尾花沢営農センターで開催。山形中央農済や家畜保

健衛生所の担当者が、防疫対策に関する講演を行いま

した。出席した畜産農家など約90名は、この20年間

で増加している牛白血病や、平成22年に宮崎県で猛

威を振るった口蹄疫などを例に、衛生管理の重要性を

学習。研修会の後は、当ＪＡと北日本くみあい飼料に

よる独自開発飼料「みちのく牛の米（うしのまい）」を

給与した肉の食味会も行われました。

防疫対策の重要性を確認

▼
サイズを確認しながら出荷作業

冬のさなかでも開花し、春の訪れを感じさせてくれ

る啓翁桜。満開時のピンクの花と爽やかな香りが特徴

的で、昨年12月末から出荷されています。例年、入学

式や卒業式のシーズンまで出荷が続きますが、今年は

雪害や枝折れの影響により３月末までになりそうとの

こと。生産者の一人は「枝折れは一年では回復しない。

ただ啓翁桜は値段にむらがないので、量的には増やし

たい」と話します。３月２日には、啓翁桜に関心のあ

る農家を対象に栽培説明会も行われました。

啓翁桜でひと足はやく春気分

▼

寒空の下、枝を切るコツを勉強

村山営農センターりんご生産部は２月６日、村山市

の土屋俊英さんの畑で剪定講習会を開きました。生産

者など30人が受講し、講師の小関晃さんは「いい花芽

を作るためには剪定は不可欠。いいりんごができるよ

うに、私たちはりんごの木の手助けをしなければなら

ない」と説明。集まったメンバーの一人は「良いりん

ごを作るための剪定を実践していきたい」と話してい

ました。

品質向上は剪定から！ 講習会を開催
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楯
岡

二

日

町

﹁

奴

保

存

会

﹂

わ

ら

じ

・

帯

づ

く

り

村
山
市
楯
岡
二
日
町
の
﹁
奴
保
存
会
﹂

の
活
動
が
今
︑
大
き
な
盛
り
上
が
り
を
見

せ
て
い
ま
す
︒

同
町
で
は
︑
か
つ
て
地
域
の
農
家
が
主

体
と
な
っ
て
３
年
に
一
度
の
﹁
奴
踊
り
﹂

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
︒
し
か
し
︑
昭
和

か
ら
平
成
に
か
け
て
こ
の
行
事
も
途
絶
え

か
け
︑
そ
れ
ま
で
踊
り
な
ど
の
指
導
を
し

て
き
た
人
も
高
齢
に
な
り
ま
し
た
︒
そ
こ

で
保
存
会
で
は
平
成
２
年
に
踊
り
を
復
活

さ
せ
て
︑
地
域
を
あ
げ
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
︒

前
回
の
開
催
は
平
成
23
年
︒
そ
れ
か
ら
３
年
目
に
あ
た
る
今
年
は
︑

行
政
か
ら
の
補
助
も
受
け
︑
古
く
な
っ
た
道
具
を
補
修
す
る
こ
と
も
で

き
ま
し
た
︒
２
月
16
日
に
は
︑
保
存
会
の
メ
ン
バ
ー
な
ど
約
30
人
が
公

民
館
に
集
ま
り
︑
稲
わ
ら
を
使
っ
て
﹁
わ
ら
じ
﹂
と
﹁
帯
﹂
を
作
り
ま

し
た
︒
ど
ち
ら
も
踊
り
に
は
欠
か
せ
な
い
道
具
で
す
︒

公
民
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
踊
り
の
道
具
に
つ
い
て
︑
保
存
会
会
長

の
奥
山
金
男
さ
ん
は
﹁
踊
り
で
使
う
槍
は
一
本
の
木
で
は
な
く
︑
細
い

竹
の
棒
16
本
を
糸
と
漆
で
固
め
た
も
の

だ
っ
た
︒
こ
う
い
う
こ
と
も
今
回
の
補
修

で
初
め
て
知
っ
た
﹂
と
話
し
ま
す
︒

通
常
︑
こ
の
踊
り
は
二
日
町
の
中
だ
け

で
行
わ
れ
ま
す
︒
し
か
し
今
年
は
村
山
市

の
一
大
イ
ベ
ン
ト
﹁
徳
内
ま
つ
り
﹂
の
オ
ー

プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー
で
も
踊
る
予
定
で
す
︒

徳
内
ま
つ
り
20
周
年
︑
市
制
60
周
年
と
い

う
節
目
の
年
の
お
披
露
目
ま
で
︑
も
う
間

も
な
く
で
す

伝
統
芸
能
の
準
備

着
々
と
進
む

地
域
の
話
題

村

山

市

▷山形県知事賞 阿部
あ べ

大翔
だ い と

（名木沢小学校）

▷山形県農業協同組合中央会会長賞

江刺
えさし

さくら（尾花沢小学校）

早坂
はやさか

美羽
み う

（宮沢小学校）

▷優秀賞 堀江
ほりえ

星琉
せいる

（尾花沢小学校）

笹原
ささはら

月吹
つぶき

（玉野小学校）

佐藤
さとう

愛心
あ み

（冨本小学校）

渡辺
わたなべ

成美
なるみ

（福原中部小学校）

鈴木
すずき

来春
こはる

（尾花沢小学校）

齋藤
さいとう

亜子
あ こ

（尾花沢小学校）

菅藤
かんとう

優成
ゆうせい

（常盤小学校）

▷学校奨励賞 尾花沢市立尾花沢小学校

また、あわせて行われた平成25年度ＪＡ共済山形県小・中学

生書道コンクールでは、当ＪＡ管内から202点が出展され、以下

の皆さんが入賞しました(敬称略）。

▷銀賞 櫻井
さくらい

瑠菜
る な

（楯岡小学校）

▷佳作 菊地
きくち

佑友
ゆうゆ

（楯岡小学校）

尾﨑
おざき

駿介
しゅんすけ

（戸沢小学校）

★
図
画
第
１
部

★
図
画
第
１
部

山
形
県
知
事
賞

山
形
県
知
事
賞

﹁
お
い
し
い

お
に
ぎ
り
﹂

﹁
お
い
し
い

お
に
ぎ
り
﹂

阿
部

大
翔

阿
部

大
翔

︵
名
木
沢
小
学
校
１
年
︶

︵
名
木
沢
小
学
校
１
年
︶

★
図
画
第
１
部

★
図
画
第
１
部

山
形
県
農
業
協
同
組
合

山
形
県
農
業
協
同
組
合

中
央
会
会
長
賞

中
央
会
会
長
賞

﹁
お
母
さ
ん
︑
も
り
す
ぎ
‼

﹂

﹁
お
母
さ
ん
︑
も
り
す
ぎ
‼

﹂

江
刺

さ
く
ら

江
刺

さ
く
ら

︵
尾
花
沢
小
学
校
２
年
︶

︵
尾
花
沢
小
学
校
２
年
︶

★
図
画
第
２
部

★
図
画
第
２
部

山
形
県
農
業
協
同
組
合

山
形
県
農
業
協
同
組
合

中
央
会
会
長
賞

中
央
会
会
長
賞

﹁
お
い
し
く
な
あ
れ
﹂

﹁
お
い
し
く
な
あ
れ
﹂

早
坂

美
羽

早
坂

美
羽

︵
宮
沢
小
学
校
６
年
︶

︵
宮
沢
小
学
校
６
年
︶

第38回「ごはん・お米とわたし」作文・図画コンクールの表
彰式が２月15日、山形国際ホテルで開催されました。今年は作
文部門に289点、図画部門に841点の応募があり、当ＪＡ管内で
は図画部門で以下の皆さんが入賞しました(敬称略）。

第38回

「ごはん・お米とわたし」
作文・図画コンクール

阿部大翔くんが阿部大翔くんが

山形県知事賞を受賞山形県知事賞を受賞



み ち の く 随 想

大
石
田
町
大
浦

青

木

定

義
（

歳
）

矢 作 亮 さん（ 歳）

村山市土生田
や はぎ

星座・さそり座
血液型・ 型

りょう

あ
お

き

さ
だ

よ
し

青 柳 甚 くん（ 歳 ヵ月）

村山市白鳥
じんあお やぎ

青木さんの こだわり の稲架掛け

柏 倉 ヤス子 さん（ 歳）

大石田町豊田
こかしわ ぐら

み ち の く 随 想

大
石
田
町
大
浦

青

木

定

義
（

歳
）

矢 作 亮 さん（ 歳）

村山市土生田
や はぎ

星座・さそり座
血液型・ 型

りょう

あ
お

き

さ
だ

よ
し

青 柳 甚 くん（ 歳 ヵ月）

村山市白鳥
じんあお やぎ

青木さんの こだわり の稲架掛け

柏 倉 ヤス子 さん（ 歳）

大石田町豊田
こかしわ ぐら

み ち の く 随 想

村山市白鳥

大石田町豊田

矢 作 亮 さん（ 歳）

村山市土生田
や はぎ

星座・さそり座
血液型・ 型

りょう

柏倉さんは、針と糸と布を使って
かばんやポーチなどを作るのが好き。
月 回の教室にも通い、仲間同士で
教え合ったりキルト展に出かけたり
して腕を磨いています。教室が冬休
み中の今は、宿題として大きなパッ
チワークを作成中です。 先生や先
輩から見れば初心者ですが、やり始
めたら止まらなくなります 。ミリ
単位で糸を通す、気の遠くなるよう
な世界で奮闘する柏倉さん。ゆくゆ
くは完成品を大石田の産直所 つな
ぎ に出したいと話します。 今ま
でにも花の苗を販売していましたが、
頑張っていい作品を出していけれ
ば と意気込みを見せてくれました。

今
の
職
業
は
？

村
山
市
の
会
社
員
で
す
。

趣
味
は
？

こ
の

、

年
で
い
ろ
い
ろ
ハ
マ
り

ま
し
た
。

、
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
、

ギ
タ
ー
、
カ
メ
ラ
…
。
で
も
一
番
の

趣
味
は
ク
ル
マ
で
す
！

理
想
の
タ
イ
プ
は
？

女
優
の
ジ
ョ
ー
ダ
ナ
・
ブ
リ
ュ
ー
ス

タ
ー
で
す
ね（
笑
）

将
来
の
夢
は
？

マ
イ
ア
ミ
に
憧
れ
が
あ
っ
て
、
一
度

行
っ
て
み
た
い
で
す
。

好
き
な
農
畜
産
物
は
？

お
米
で
す
！
お
そ
ら
く
一
番
食
べ
て

る
農
作
物
で
す
よ
ね
。

農
業
に
つ
い
て
一
言

丹
精
こ
め
て
作
ら
れ
た
農
作
物
が

あ
っ
て
、
そ
れ
を
食
べ
て
き
た
お
か

げ
で
今
ま
で
育
っ
て
き
た
ん
だ
よ
な

っ
て
感
じ
ま
す
。
自
分
の
家
も
含

め
て
、
農
家
の
方
に
は
感
謝
で
す

青柳悠平
ゆうへい

さんと友恵
ともえ

さんの長男の甚
くんは、家族がびっくりするほど活発
な男の子。テレビを見ながら踊ったり、
ボールで遊んだりするのが大好きです。
ハイハイを卒業してからは家中で遊び
回るようになり、転んでも泣かないたく
ましさ。好奇心も旺盛で、お客さんが来
ると誰よりも先に玄関でお出迎えしま
す。特にパパが帰ってくるとうれしそ
うに笑う甚くん、最近は バイバイ も
覚えました。出迎えたお客さんはちゃ
んと玄関先で見送ってくれます！

友恵さんから、甚くんへ
いつも元気でニコニコしてる、甚はパパ似の男の子。これか

らもますますパパそっくりに、おもしろくって優しい男の子に
育ってね

誰
で
も
自
分
が
育
て
た
旨
い
農

産
物
を
食
べ
て
楽
し
み
た
い
と
思

っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

昨
年
、
本
業
を
退
職
し
た
機
会

に

農
楽
業

に
転
じ
、
米
作
や

南
瓜
栽
培
、
養
鶏
に

こ
だ
わ
り

を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

米
作
方
法
は
、
勿
論
の
こ
と
特

別
栽
培
。
こ
だ
わ
り
の
大
浦
棚
田

米
の
稲
架
掛
け（
は
せ
が
け
）天
日

干
し
で
す
。
五
年
程
前
か
ら
杉
間

伐
材
の
細
木
を
集
め
て
稲
架（
は

せ
）を
結
い
、
二
反
歩
程
を
バ
イ

ン
ダ
ー
で
刈
取
り
稲
架
掛
け
し
て
、

乾
き
具
合
と
旨
さ
が
凝
縮
し
た
頃

を
見
計
ら
っ
て
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
で

脱
穀
収
穫
し
て
い
ま
す
。

三
十
年
程
前
に
失
せ
て
し
ま
っ

た
村
の
稲
架
掛
け
風
景
は
、
幼
き

頃
の
秋
の
風
景
を
思
い
出
さ

せ
、
至
福
の
風
味
と
旨
さ
を

演
出
し
て
く
れ
ま
す
。

次
に
南
瓜
栽
培
は
十
五
年

前
に
中
学
の
同
級
生
か
ら
薦

め
ら
れ
て
か
ら
続
け
て
い
ま

す
。
高
粉
質
で
甘
く
ホ
ク
ホ

ク
す
る
、
こ
だ
わ
り
の
一
株

一
果
採
り
の
栽
培
で
す
。

評
判
は
上
々
、
旨
い
南
瓜

で
す
が
、
病
害
虫
や
果
実
の

日
焼
け
等
で
防
除
の
課
題
が

多
く
、
ま
た
収
益
性
が
低
い

こ
と
か
ら
、
栽
培
の
省
力
化

と
、
収
穫
期
の
能
率
と
、
軽

作
業
化
と
を
追
及
で
き
る
品
種
を

選
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

天
日
干
し
の
炊
き
立
て
ご
飯
に

産
み
立
て
生
卵
を
か
け
て
食
べ
た

く
て
鶏
を
飼
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
昨
年
か
ら
は
美
味
し
い
鶏
肉

が
食
べ
た
く
て
、
こ
だ
わ
り
の
あ

の

や
ま
が
た
地
鶏

の
養
鶏
に

挑
ん
で
い
ま
す
。

や
ま
が
た
地
鶏
振
興
協
議
会
に

入
り
、
三
十
日
雛
を
導
入
し
飼
育

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
試
行
肥
育

し
解
体
処
理
。
さ
ら
に
、
二
回
目

は
初
生
雛
を
入
れ
て
、
極
小
規
模

の
養
鶏
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

鶏
肉
は
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー
よ
り
は
旨

い
味
わ
い
を
堪
能
で
き
ま
す
が
、

昔
な
が
ら
の

地
鶏

の
味
に
近

づ
け
る
た
め
に
は
更
な
る
研
究
を

要
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
年
も
米
と
南
瓜
・
鶏
肉
の
他

に
も

こ
だ
わ
り

の
農
産
物
に

挑
戦
し
て
、
旨
い
食
を
楽
し
み
た

い
と
思
い
、
春
の
雪
解
け
を
待
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。



サ ツ マ イ モ サ

カ バ ン モ メ ン

キ ナ ヤ イ ソ

タ カ ヨ ウ ジ

ウ マ イ エ ド

シ ゴ ト ス ミ レ

ロ ホ ト ト ギ ス

〔ハガキ記入例〕

目
丁
一

町
北
岡
楯
市
山
村

番

号

山
村
く
の
ち
み

係

報

広

行

え答

話電

業
職

齢
年

名
氏

所
住

号番便郵

号番

な近身るす関にマーテ
や

題話

いあれふ
を望要ご

・見意ごのへ 。すましい願お

月
号
の
解
答

で
す
。

た
く
さ
ん
の
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

え答

話電

業
職

齢
年

名
氏

所
住

号番便郵

号番

な近身るす関にマーテ
や

題話

いあれふ
を望要ご

・見意ごのへ 。すましい願お

目
丁
一

町
北
岡
楯
市
山
村

番

号

山
村
く
の
ち
み

係

報

広

行

広

クロスワードを解いて、 の二重ワクの
文字を順に並べてできた言葉が答えです。

応募のきまり
〔ハガキ記入例〕を参考に記入して下さい。 人につき 枚有効です。
みちのくぼいすの 今月のテーマ の話題や、本誌へのご意見・ご要望
をお寄せ下さい。なお、紙面のスペースの都合上、一部のハガキや文
章の内容を割愛することがあります（みちのくぼいすに掲載されない
場合でも、クロスワードパズルの応募対象者となります）。
送り先
ハガキ………上記〔ハガキ記入例〕をご参照下さい。
電子メール… ＠

………
応募締め切り 月 日（木） 当日消印有効
発 表
ふれあい 月号誌上にて行います。あらかじめご了承下さい。
クロスワードパズル正解者の方の中から抽選で 名と、みちのくぼい
すの 今月のテーマ大賞 の方 名に、図書カードをプレゼントします。

月
号
の
答
え
は

ソ
ツ
ギ
ヨ
ウ

で
し
た
。

パ
ズ
ル
正
解
者
の
中
か
ら
厳
正
な

抽
選
の
結
果
、
左
記
の

名
の
方
が

当
選
し
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

松
岡
由
美
子
さ
ん（
村
山
市
楯
岡
）

矢
口

広
道
さ
ん（
村
山
市
河
島
乙
）

鈴
木
由
紀
子
さ
ん（
村
山
市
擶
山
）

大
山

敬
子
さ
ん（
尾
花
沢
市
横
町
）

加
藤

節
子
さ
ん（
大
石
田
町
大
石
田
甲
）

モグラは上手に掘ります
北島康介選手が得意とする種目
家具の高さ、──、奥行きを
測った
今は平成、一つ前は昭和
浪曲の伴奏に使われる楽器
百獣の──、ライオン
持ち歩いたり身に付けたりし
ているもののこと
急須に付く汚れの一つ
クルミがよく似合う小動物
日の出前の空に輝く──の明星
丁寧ではありません

ピータンはこの鳥の卵を使っ
て作ります
芦ノ湖や大涌谷で知られる観
光地
和歌山や三重と隣接する県
ゴルフ場の緑のじゅうたんの
正体
店子（たなこ）にとっては親も
同然？
授業中は慎んで、お静かに
砂糖 塩 しょうゆ みそなど
メェメェと鳴く動物
怖い目に遭ったときに凍り付
きます
大福餅の中身
ももとすねの間
洋装の花嫁が参列者に投げます
ズボンのこと カーゴ──

【全体運】新しいことをスタートさせるチ
ャンスです。自分の可能性を試してみて。
飲み会などのプランを立てるのも幸運

ロ
ッ
コ
リ
ー
や
キ
ャ
ベ
ツ
を
収
穫
す
る
時
、
時
々
出
会

う
の
が
青
虫
。
イ
ヤ

な
気
分
に
な
る
け
ど

虫
さ
ん

が
食
べ
る
位
な
ら
体
に
も
い
い
ん
だ
、
虫
と
作
物
の
共
生

も
自
然
を
保
っ
て
い
る
ん
だ
！

と
思
い
、
お
い
し
く
頂
い

て
お
り
ま
す
。
む
し
の
い
い
話
で
す
ね
。（村

山
市

歳
主
婦
）

供
の
頃
、
学
校
の
行
事
で

イ
ナ
ゴ
採
り

が
あ
り
ま

し
た
。
小
さ
な
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
竹
の
筒
を
挿
し
込
み
、

イ
ナ
ゴ
を
捕
ま
え
て
は
竹
の
筒
を
通
し
て
袋
の
中
へ
入
れ
て

い
き
ま
す
。
イ
ナ
ゴ
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
袋
を
手
に
学
校

へ
。
今
は
そ
う
し
た
行
事
も
な
い
よ
う
で
す
か
ら
、
貴
重
な

思
い
出
で
す
。

（
村
山
市

歳
農
業
）

れ
て
住
ん
で
い
る
孫
た
ち
は
で
ん
で
ん
虫
が
大
好
き
。

梅
雨
の
頃
に
来
た
と
き
は
、
大
き
な
声
で

で
ん
で
ん

む
し
む
し
か
た
つ
む
り

と
歌
い
な
が
ら
ア
ジ
サ
イ
の
中

を
懸
命
に
の
ぞ
き
こ
ん
で
、
見
つ
け
る
と
大
喜
び
。
コ
ン
ク

リ
ー
ト
に
這
わ
せ
た
り
、
葉
っ
ぱ
を
敷
い
て
あ
げ
た
り
水
を

か
け
て
あ
げ
た
り
し
て
い
る
。
な
ん
と
も
微
笑
ま
し
い
。

（
村
山
市

歳
？
）

れ
て
暮
ら
す
娘
に
時
々
野
菜
を
送
り

ま
す
。
母
ち
ゃ
ん
、虫
入
っ
て
た
よ

と
苦
情
の
電
話
。
虫
も
食
わ
な
い
野
菜
は
体
に
悪

い
よ

と
答
え
る
も
の
の
、
や
っ
ぱ
り
ま
な
板
の
上

の
虫
は
い
や
で
す
よ
ね
ー
。
あ
ま
り
農
薬
は
使
い
た

く
な
い
し
…
。
家
庭
菜
園
初
心
者
の
悩
み
で
す
。

（
村
山
市

歳
主
婦
）

卒
業
と
入
学
の
シ
ー
ズ
ン
。
村
山
農
業
高
校
も

月
か
ら
新
し
い
出
発
。
皆
さ
ん
の

学
生
時
代

に

ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

ナ
ゴ
を
お
か
ず
や
お
茶
う
け
に
し
て
よ
く
食
べ
て
い
ま

し
た
。
今
は
佃
煮
に
加
工
さ
れ
て
産
直
な
ど
で
売
ら
れ

て
い
ま
す
。
値
段
を
見
る
と
ず
い
分
高
級
品
に
な
っ
た
様
に

感
じ
ま
す
。

（
村
山
市

歳
無
職
）

ど
こ
の
農
家
で
も
ゴ
マ
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
ゴ
マ

と
言
え
ば
ゴ
マ
虫
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
き
れ
い
で
す

が
私
は
逃
げ
出
す
ほ
ど
怖
か
っ
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。今
は

見
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
年
老
い
た
今
ゆ
っ
く
り
ゴ
マ
虫

を
見
て
み
た
い
気
持
ち
で
い
ま
す
。（
大
石
田
町

歳
無
職
）

粉
を
運
ん
で
く
れ
る
蜂
が
最
近
少
な
い
様
な
気
が
し
ま

す
が
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
…
。

（
村
山
市

歳
農
業
）

年
の
夏
の
夜
、
近
く
の
神
社
に
オ
ス
の
カ
ブ
ト
ム
シ
が

落
ち
て
い
た
。
大
き
い
紙
コ
ッ
プ
に
土
を
入
れ
、
そ
れ

に
入
れ
て
飼
っ
た
。
エ
サ
を
や
っ
た
が

日
ぐ
ら
い
し
て
死

ん
で
し
ま
い
か
わ
い
そ
う
だ
っ
た
。（
尾
花
沢
市

歳
学
生
）

は
虫
が
大
好
き
。
小
さ
い
時
、
カ
マ
キ
リ
の
卵
を
テ
レ

ビ
の
上
に
置
い
て
お
い
た
ら
、
誰
も
い
な
い
時
に
孵
化

し
て
テ
レ
ビ
の
前
に
連
な
っ
て
畳
に
下
り
て
い
た
そ
う
で
す
。

家
族
は
ビ
ッ
ク
リ
！

（
尾
花
沢
市

歳
学
生
）

供
の
頃
、
ア
リ
を
見
る
の
が
好
き
で
、
餌
を
運
ん
だ
り
、

壊
れ
た
巣
穴
か
ら
卵
を
別
の
巣
穴
に
運
ぶ
様
子
な
ど
、

飽
き
ず
に
見
て
い
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。

（
村
山
市

歳
主
婦
）

少
時
、
ス
カ
ー
ト
を
履
い
て
夕
方
ま
で
遊
ん
で

蚊

に
刺
さ
れ
、
化
膿
し
て
、
う
ど
ん
の
袋
と
包
帯
を
脛
に

巻
き
、
そ
れ
で
も
ス
カ
ー
ト
を
履
い
て
遊
び
ま
し
た
。
今
は

ズ
ボ
ン
な
の
に
台
所
で
刺
さ
れ
て
い
ま
す
。「
蚊
」き
ら
い
！

か
ゆ
い
！

（
大
石
田
町
？
歳
？
）

供
の
頃
、
我
が
家
で
蚕
を
飼
っ
て
い
ま
し
た
。
お
や

つ
を
食
べ
た
手
は
蟻
が
寄
っ
て
く
る
の
で
お
手
手
洗
っ

て
桑
を
や
る
の
よ

と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
一
枚
、
私
用
に

し
た
竹
底
だ
け
日
当
た
り
の
よ
い
所
に
置
き
、
し
ょ
っ
ち
ゅ

う
桑
を
与
え
た
ら
早
く
繭
を
作
っ
て
し
ま
っ
た
懐
か
し
い
思

い
出
が
あ
り
ま
す
。
夕
方
、
蚕
用
の
網
で
オ
ニ
ヤ
ン
マ
を
採

る
の
も
楽
し
み
で
し
た
。

（
尾
花
沢
市

歳
？
）

形
に
住
む
兄
弟
の
孫
達
。
イ
ナ
ゴ
を
か
り
か
り
食
べ
る

弟
、
虫
を
食
べ
た

と
離
れ
て
眺
め
る
兄
。
ど
ん
な

虫
で
も
素
手
で
捕
ま
え
兄
を
追
い
か
け
る
弟
。
そ
ん
な
楽
し

い
光
景
も
お
し
ま
い
、
成
長
っ
て
う
れ
し
い
反
面
、
淋
し
い

も
の
で
す
ね
。

（
大
石
田
町

歳
？
）

チ
ア
レ
ル
ギ
ー
で
、
も
う

回
刺
さ
れ
る
と
命
の
危
険

が
あ
る
た
め
、
夏

秋
に
か
け
て
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。

（
大
石
田
町

歳
無
職
）

婚
し
て

年
。私
が
来
た
当
時
は
、春
か
ら
秋
ま
で

回

養
蚕
を
し
て
い
ま
し
た
。

年
位
し
て
い
た
で
し
ょ
う

か
。
だ
ん
だ
ん
養
蚕
も
し
な
く
な
り
、桑
畑
は
今
、サ
ク
ラ
ン

ボ
畑
へ
と
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
（
村
山
市

歳
無
職
）

紙
の
親
子
の
表
情
が
い
つ
も
さ
わ
や
か
で
可
愛
く
て
い

や
さ
れ
ま
す
。
少
子
化
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
北
村
山
地

区
に
も
し
っ
か
り
子
ど
も
達
が
生
ま
れ
育
っ
て
い
る
ん
だ
な

あ
と
嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
（
村
山
市

歳
無
職
）

年
の
雪
を
思
い
、
今
年
は
こ
れ
位
で
は
終
わ
ら
ん
だ
ろ

う
と
思
っ
て
い
た
が
、
何
と
か
終
わ
り
そ
う
な
気
配
。

最
後
ま
で
気
を
緩
め
る
事
は
出
来
な
い
が
、
こ
れ
位
で
済
ん

で
く
れ
れ
ば
、
冬
の
愚
痴
も
、
大
分
減
る
の
で
す
が
。

（
大
石
田
町

歳
無
職
）

年
前
の

月

日
は
、
孫
娘
が
仙
台
で
卒
業
式
で
し
た
。

無
事
が
確
認
さ
れ
、
一
同
ホ
ッ
と
し
た
も
の
で
し
た
。

仕
事
は
被
災
地
だ
っ
た
の
で
行
く
か
悩
ん
だ
よ
う
で
す
け
ど
、

今
で
は
元
気
に
働
い
て
い
る
よ
う
で
す
。（村

山
市

歳
無
職
）

が
家
の
味
じ
ま
ん
、
レ
シ
ピ
は
保
存
し
て
い
ま
す
。
少

し
で
も
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
増
や
し
て
料
理
が
う
ま
く
な

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
（
牛
肉
の
ち
ら
し
寿
司
さ
っ
そ
く
作

っ
て
み
ま
す
）。

（
尾
花
沢
市

歳
主
婦
）

ち
の
く
ぼ
い
す

お
も
し
ゃ
い
っ
す
ー
。
一
人
で
に
た

に
た
と
笑
っ
て
読
ん
で
い
ま
す
。（
村
山
市

歳
主
婦
）

【全体運】冷静に考え、行動できます。持
ち前の粘り強さを発揮して。趣味や特技
に励むと、手応えを感じられそう

【全体運】知的好奇心が旺盛になる時期。
興味を引かれる分野についてとことん調
べて。共通の目標を持つ人との交流も吉

【全体運】頑固になりがち。周囲のアドバ
イスには素直に耳を傾けてみて。伝統芸
能を観賞することで良い気晴らしに

【全体運】積極性がつきを呼ぶ期間です。
やりたかったことにチャレンジを。お花
見などのアウトドアレジャーもお勧め

【全体運】ささいなことでクヨクヨしやす
いみたい。一人の時間を満喫してリフレ
ッシュを。神社参拝も開運のきっかけに

【全体運】気まぐれになり、気分がコロコ
ロ変わりそう。あれもこれも と手を
出さず、一つのことに集中すると

【全体運】神経質になりやすい月。細部を
気にし過ぎず、おおらかに構えて。部屋に
ブルー系の花を飾ると、開運の呼び水に

【全体運】楽しいことが目白押し。気の合
う友人とワイワイはしゃいでみて。人気
リゾートへの旅行も驚きがいっぱいです

【全体運】イライラしやすく、周囲ともめ
る傾向大。悪いと思ったら、意地を張ら
ず、自分から謝って。入浴で気分転換を

【全体運】コミュニケーション運が上昇し、
人との付き合いが楽しくなる気配。出会
いにも恵まれそう。ドライブにもつき

【全体運】プライベートを充実させたい期
間。習い事や好きなことに力を注いで。
発想力アップにはクラシック音楽が有効

子離

イ昔花兄子幼子山

ハ結表去わ

離

ブ

去

み



村山市大字金谷

やまがたグリーン
リサイクル

（金谷工業団地内）

第 回理事会が 月 日に開催。主な
議案と内容は次のとおりです。

第 号 任期満了による役員選任につい
て

第 号 全国監査機構（期中監査 ）
改善指示書について

第 号 山形県随時検査の指摘事項に係
る回答について

第 号 定款の一部変更について
第 号 反社会的勢力等への対応に関す

る規則の一部変更について
第 号 平成 年度コンプライアンス

プログラムの策定について
第 号 農林中金に対する劣後ローンの

借替えについて
第 号 利益相反取引の承認について
追加議案 大口貸出の承認について

経過報告および行事予定について
主要勘定・安全性の指標について
内部監査実施報告書【資産査定検証（仮
基準日）】について
平成 年度事業計画策定について（骨
子）
地区別座談会の開催について
県産牛風評被害等に係る損害賠償請求
状況について

相談ご希望の方は、お気軽に 月
日（火）まで本店管理部総務課（

）までお申し込み下さい。相談日
時などについては後日直接本人にご連
絡いたします。なお、相談は無料です。

．募集職種 総合職
．採用予定人員 若干名
．応募資格
大学、短大（農業大学校含む）の卒業者（平成 年 月
卒業予定者含む）
自宅から通勤可能な方
応募方法
応募書類
自筆による受験願書兼履歴書
みちのく村山独自の様式を使用します。用紙に

ついては 本店に備えています。また、当 の
ホームページよりダウンロードできます。
学業成績証明書
卒業または卒業見込証明書（成績証明書と同一証明
の場合は省略可）
写真 枚（ 枚は履歴書に添付、もう 枚は受験票
に添付用）
最近 ヵ月以内に写した上半身 縦 横
各種免許、資格を有する方は、その証明書の写し
応募受付期間
平成 年 月 日（火） 月 日（金）【必着】
書類提出先

山形県村山市楯岡北町一丁目 番 号
みちのく村山 管理部人事教育課 宛

郵便で応募書類を提出するときは、封筒の表に 職
員採用応募書類在中 と朱記して下さい。

．選考方法
第 次試験
試 験 日 平成 年 月 日（金）

尾花沢市玉野地区の、昭和元年（ ）
から平成 年（ ）までの農作業や生活
のあり方等をまとめた 玉野地区 農業
の変遷 が完成しました。地域の大勢の
人々の記憶を呼び起こし資料文献などを
基に作成されたもので、元組合長の清藤
氏が編集に当たったもので、関係者や尾
花沢市立図書館にこのほど配られました。
図書館などで読むことができます。

まもなく本番を迎える春作業を控え、 グリーン（全店舗）
では 月 日（木）から無休体制で営業しております。豊富な品
揃えで皆様のご来店をお待ちしております。

月 日（木） 月 日（月） 無休
月 日（火） 月 日（木） 無休
月 日（金） 月 日（日） 無休
グリーンたておかは全期間 までの営業となります。

試験科目 総合適性検査（能力検査、性格検査）・
小論文

試験会場 山形市東古舘 番地 協同の杜 研修所
応募者多数の場合は、第 次試験の前に書類選考を
行う場合があります。
第 次試験
第 次試験の結果を踏まえ、後日、 みちのく村山
本店にて面接試験を実施します。また、面接試験日等
は、第 次試験合格者に直接連絡いたします。
．待遇等
採用時期 平成 年 月 日
処 遇 正職員
新卒者は ヵ月間の試用期間有（給与条件等変更無）
勤務場所
みちのく村山管内（村山市・尾花沢市・大石田町）

給与等
当組合給与規程の定めるところによります。
健康保険、厚生年金、雇用保険、労災保険等加入いた
します。
．その他
採用決定通知、その他の通知は、直接本人におこない
ます。
年齢制限については、卒業後概ね 年以内とし、新規
学卒者と併せて同一募集枠で募集します。
提出していただきました書類は、採用業務に関しての
み利用いたします。なお、提出書類につきましては、
返却いたしませんのでご了承ください。

木質資源の有効活用に向け、市・農協・事業者が協力して、果
樹剪定枝をチップ化し、有効利用を図ります。
下記により果樹剪定枝を無料で引き取りますので、ご協力いた
だける方は受入場所に持ち込んでくださいますようお願いいたし
ます。

月 日（火） 月 日（水）
午前 時 正午 午後 時 時

【 月 、 、 日のみ土・日曜日、祝日も受け入れ】

剪定枝の長さ・太さに制限はありません。
結束する場合は、縄又は麻紐を使用してください。

次のものは受入できません。お持ち帰りいただくこ
とになります。

持ち込んでいただいた剪定枝は、チップに加工され、木質バイオ
マス発電所の燃料など、エネルギー等として有効に利用されます。
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